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1. はじめに1 

近年，Orkut や Mixi といったソーシャルネットワー

キングサイトが盛んとなってきている．ソーシャルネット

ワーキングサイト(以下 SNS)は，一般的にコミュニティ

型Webサイトとして構築されている．また，明示的にユ

ーザの人間関係を登録・共有することで，そのコミュニ

ティ内の社会的な関係(Social Context の一部)を考

慮したコミュニケーションの実現が可能となる．例えば，

あるユーザと今まで面識がなかった別のユーザとの間

に共通の知り合いがいるといった情報を，SNS を通じ

て知ることができる．このようなSocial Contextが与えら

れるコミュニケーションでは，与えられないものと比較

して以下のような利点があると考えられる． 

� 直接面識のない人物とコンタクトを取りたい場合

に，共通の知人に仲介を頼むことができる 

� コミュニケーション相手とは直接関係が無くとも，

共通の知り合いがいることからくる親近感や信頼

感を得ることができる 

� 初めて会話する際，共通の知人を話題にするこ

とができる 

このように，既存の SNS はユーザの社会的な人間関

係に基づいて，ユーザ間のコミュニケーションをネット

ワーク上で支援することができる．しかし，その機能は

ネットワーク上の特定の SNS の中に閉じたものであり，

複数 SNS の統合や実世界での利用は考慮されてい

ない． 

一般的に，ユーザは会社組織や町内会，趣味の集ま

りといったさまざまな社会集団に属している（SNS も含

まれる）．我々はこのような多様な社会集団に属する

ユーザ間のコミュニケーションを支援する実空間ソー

シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ シ ス テ ム (SCAI: Social 

Context-Aware Information system)を開発する．複数

の社会集団を統合することで，社会集団にまたがった
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人間関係にもとづく支援が可能になる．また，実世界

での使用を前提としたアプリケーションとしてシステム

を実現することにより，初対面時のアイスブレーカーと

しての効果も期待できる．  

既存の実世界でのコミュニケーション支援システムと

しては，C-MAP[1]が挙げられる．C-MAP は展示会の

ような場で，展示に関する興味の共有により，参加者

間のコミュニケーションを支援する．本システムとは，

人 間 関 係 の 利 用 と い う 点 で 異 な っ て い る ．

 
図 1: システム構成図 

 

2. Social Context-aware Information 

System 

2.1. システム構成 

図1に，本システムを構成する4つの要素SNS Server，

Environmental Sensor ， Ubiquitous Computer ，

Display Device を示す．以下にそれぞれについての

説明を述べる． 

� SNS Server 

主に各社会集団に属するユーザ間の人間関係に属

する情報を保持するサーバ．本システムで利用する

にあたって，複数の社会集団のデータソースに，一元

的に Ubiquitous Computer からアクセス可能なインタ



フェースを作成する． 

� Environmental Sensor 

実世界のコンテクストを獲得するために環境中に存在

する各種センサ群．ユーザの向きや他のユーザとの

距離などの情報をセンサを利用して獲得することで，

ユーザの現況の推定，コミュニケーション相手の特定

等を支援する．GPSやRFID，ジャイロセンサなどの利

用を想定している． 

Environmental Sensor によって獲得された情報は，以

降で述べる Ubiquitous Computer に対して提供され， 

SNS Server の提供する情報と関連づけられる． 

� Ubiquitous Computer 

上記の SNS Server，Environmental Sensor の提供す

る情報を統合し，ユーザに提示するための Computer．

Environmental Sensorによってユーザの現況を推定し，

コミュニケーション相手との人間関係を SNS Server か

ら獲得し，以下の Display Device を利用して提示す

る．  

� Display Device 

上記 Ubiquitous Computer から送信された情報をユ

ーザに 対し て 提 示す るデバイス ．Head Mounted 

Display やユーザの近くにある Display，携帯電話の

表示画面など，状況に応じた各種のものの利用を想

定している． 

 

2.2. システム実装例 

2.1 の枠組みを利用し，以下のような利用場面を想定

したデモシステムの開発を行った． 

� 場所・状況： 学会会場 

� 目的： 参加者間のコミュニケーション支援（主に

初対面時を想定） 

まず，SNS Serverとしてユーザの論文共著関係DBを

用意する．次に，Environmental Sensor には RFID を

利用してユーザの位置を取得する位置センサとジャイ

ロセンサ，Ubiquitous Computer としてノートＰＣ，

Display Device には Head Mounted Displayを利用し

た．  

このシステムでは Environmental Sensor から得られる

ユーザの位置及び顔の向きを利用し，対話状態にあ

る二人のユーザの情報を取得する．Ubiquitous 

Computer は，それぞれのユーザ情報にもとづいて，

SNS Server から人間関係に関する情報を引き出す．

今回のデモシステムでは，あるユーザが対話相手を

見たときに，その対話相手の共著関係にある人の名

前を提示する．この時，ユーザと直接・間接的に共著

関係にある人の名前を HMD に優先的に表示させる

ことで，対話相手との間の社会的な距離の近さを意

識させることが可能となる． 

システム利用者の Head Mounted Display に表示さ

れる画面の例を図 2に示す．図 2では，画面のおよそ

下半分に Ubiquitous Computer から送られてきたコ

ミュニケーション支援情報を提示している．ここで，自

分とも共著関係にある人の名前は最上段に表示され

る． 

 

図 2: 表示画面例 

 

3. 今後の予定 

デモシステムを実際に利用して貰い，情報の表示方

法・内容に関する評価を行う．また，今回のシステム

では，SNS Server として共著関係しか利用していない

ため，他の人間関係も追加して実験を行うことを考え

ている． 
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